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社会福祉法第 45条の 27第２項において、「事業報告」及び「事業報告の附属明細書」は、

毎会計年度ごと作成をすることが義務付けられています。このうち「事業報告の附属明細書」

は、社会福祉法施行規則により『事業報告の内容を補足する重要な事項をその内容

としなければならない。』と規定されています。しかし、その具体的な事項についての定

めはありません。 

こうしたところから、本会の「事業報告」は、「事業報告の附属明細書」に相当すると考え

られる事項も「事業報告」に記載をして作成をしております。このため、事業報告の内容を

補足すべき重要な事項は、「事業報告」ですでに記載をしている事項と重なるため、社会福祉

法で規定されている「事業報告の附属明細書」のみの作成はしておりません。 
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平成 28 年度 

社会福祉法人 島田市社会福祉協議会  

事 業 報 告 

 

平成 28 年３月改正社会福祉法が成立し公布され、これに伴い、すべての社会福祉法人は、組織

の意思決定・執行・監督管理体制の強化（ガバナンス強化）、組織運営等の透明性の向上に取り組

むことが求められました。平成 28 年度は、こうした動きに加え、生活困窮者自立支援制度や介護

保険法の見直しに向けた検討も進められ、「地域共生社会」の実現に向けた地域づくりの在り方も

検討されるなど、地域福祉施策がさらに変化をしようとしている一年となりました。 

こうした状況の中、島田市社会福祉協議会（以下市社協）においても、平成 28 年度から平成 32

年度を計画期間とする「島田市地域福祉計画・島田市地域福祉活動計画」のスタート、事務所建設・

移転・業務開始など、大きな節目を迎えた一年となりました。 

各種事業の実施にあたっては、「島田市地域福祉計画・島田市地域福祉活動計画」の基本理念で

ある、「きづきあい みとめあい 共に生きるまち 島田」のもと、「福祉を身近に感じる風土づく

り」「市民協働による支え合いの地域づくり」「福祉サービスが適切に受けられる仕組みづくり」「安

全・安心な暮らしづくり」の基本目標の達成を目指し、各種事業等の実施に取り組みました。 

主要な取り組みとして、地域福祉及び生活支援事業では、島田市から「生活支援コーディネータ

ー活動事業」を新たに受託し、高齢者が地域で生活していくために必要となるサービスの開発や、

市民理解を促進するための講演会などを実施しました。また、認知症などを理由に判断能力が衰え

ても、地域で安心して生活ができるための仕組みのひとつとして、「法人後見」の受任体制を整え

ることに取り組みました。 

在宅介護事業では、安定した収入確保のため川根デイサービスなどで新たに加算算定を進めると

共に、介護サービスを利用していただく方を増やすため、島田市内の居宅介護支援事業所などを管

理者が積極的に訪問し、関係事業所と顔の見える関係づくりに取り組みました。 

法人運営では、平成 29 年４月の改正社会福祉法全面施行に向けて、定款改正、これに伴う各種

規程の制定や見直し、評議員・理事の選任など必要となる事項の検討や協議を行いました。 

市社協全体としては、地域課題や福祉課題が多様化、複雑化、潜在化していることに伴い、これ

らの課題を見つける仕組みや解決に向けた支援体制づくりにどう向き合うか、また相談者のプライ

バシー確保がこれまで課題となっていました。こうした課題を解決するため、平成 28 年 11 月の新

事務所での業務開始にあわせて、「福祉のまちづくりセンター」を設置し、地域におけるさまざま

な相談や困りごとを受け止め、課題などを職員が共有するための仕組みを整備すると共に、プライ

バシーに配慮した相談室を設置しました。事務所建設・移転・新事務所での業務開始により、「誰

もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」を推進して行くため、新しい一歩を踏み出すことができ

た一年となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.weblio.jp/content/%E6%84%8F%E6%80%9D%E6%B1%BA%E5%AE%9A
http://www.weblio.jp/content/%E5%9F%B7%E8%A1%8C
http://www.weblio.jp/content/%E7%9B%A3%E7%9D%A3
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Ⅰ 地域福祉及び生活支援の推進のために 

１ 福祉を身近に感じる風土づくり 

（１）福祉を「知る」機会の充実 

①広報紙の発行（みんなのふくしだより発行） 

   市社協事業や市内福祉活動の情報発信のため、広報紙「みんなのふくしだより」を発行しま

した。 

   □発行月    ４月、６月、９月、１月 

   □発行部数   １回 34,200 部 

   □配布方法   市内全戸配布、特別会員に郵送 

   □掲載内容   事業計画・報告、各種事業や講座の紹介、参加者募集等 

 

  ②ホームページ作成事業 

   市社協独自のホームページに、市社協活動を随時掲載し、ＰＲに努めました。また、Facebook 

を公開し、随時情報提供を行いました。 

   □アクセス数    9,121 件（月平均 760 件） 

   □Facebook 更新回数 71 回 

 

  ③社会福祉大会の開催 

多くの市民の参加のもと、福祉功労者の表彰や福祉活動に関する発表や展示を行いました。 

   □開催日    平成 29 年２月 18 日（土） 

   □開催場所   プラザおおるりホール 

   □参加者数   640 人 

   □開催内容   福祉功労者表彰（社協会長表彰 20 人 １団体） 

           福祉活動発表（バリアフリーてけてけ隊） 

           福祉活動展示（市内学校の福祉学習の取り組み） 

           福祉作業所製品販売 

 

④地区イベントへの参加 

市社協事業のＰＲや共同募金運動のため、各地区のイベントに参加しました。 

   □参加地区   10 月 16 日（日）初倉まつり 

           11 月３日（祝） 金谷文化産業祭 

           11 月６日（日） 大津ふれあいまつり  北部ふれあいまつり 

           11 月 12 日（土）島田産業まつり  

           11 月 20 日（日）川根ふるさとふれあいまつり 

 

（２）福祉を「学ぶ」機会の充実 

  ①福祉教育推進事業 

   学校等への相談支援をはじめ、連絡会を開催し、連携強化を図りました。 

（ア）福祉教育の手引き書「福祉のススメ」の作成 

□作成時期   ４月 

 □内容     福祉教育事業紹介、福祉教育プログラム等 

  

（ ・・赤い羽根募金助成対象事業） 
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（イ）学校、企業、地域への相談支援 

   学校や企業等が福祉について学ぶ際に、社協職員、ボランティア、障がいのある人を派遣し

て、講話や体験学習を実施しました。 

   □実施回数   85 件（小学校 70 件／15校、中学校 13 件／4校、高校 1件／1校 

企業 1件／1社） 

   □主な内容   福祉学習の導入、視覚・聴覚障がい者や肢体不自由者からの講話、アイマ

スク・アイガイド体験、車いす体験、高齢者疑似体験等 

（ウ）福祉教育推進連絡会 

開催日 内容 参加者数 

6 月 24 日（金） 福祉教育推進事業、実際の出前講座の内容について／意見交換 27 人 

2 月 10 日（金） 福祉教育推進事業の報告、福祉教育協力校募集について 26 人 

（エ）福祉教育実践校事業 

   福祉教育に取り組む学校を実践校として指定し、福祉教育に取り組むために必要な経費を助

成しました。 

   □指定校    １校（金谷高） 

   □助成金額   １校 50,000 円 

  ※平成 28 年度で終了 

 

②福祉体験学習事業 

   体験学習や研修会を通じて、福祉への理解と関心を高めました。 

 （ア）夏休み「ふくし」体験学習事業 

   小学４年生から６年生、その保護者を対象に、福祉について学び、障がいのある人との交流

を行い、福祉への理解を深めました。 

   □参加者数   児童：延べ 41 人  保護者：延べ２人 

   □開催内容 

開催日 内容 担当・協力者 

7 月 29 日（金） 福祉学習の導入 社協職員 車いす生活者 

放課後等児童クラブひまわり 

ＮＰＯ法人ららの家 

8 月 2 日（火） カレー作りを通しての交流 

8 月 8 日（月） 交流会及びまとめ 

（イ）福祉のつどい事業 

   児童、生徒、その保護者等を対象に、子育てや障がいをテーマに当事者から思いなどをうか

がい、理解と関心を高める機会としました。 

   □開催日    平成 28年 11 月 26 日（土） 

   □参加者数   児童・生徒：８人  大学生（実行委員）：２名 

           リアンの会：11名 

   □内容     大学生による企画の交流会（ゲームや歌） 
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  ③福祉講演会事業 

   市民の福祉への理解促進のため、講師を招いて講演会を開催しました。 

（ア）全体講演会 

   □開催日    平成 29 年２月 18 日（土） ※社会福祉大会に引き続き開催 

   □開催場所   プラザおおるりホール 

   □参加者数   640 人 

   □講師     金澤泰子 氏  金澤翔子 氏（共に書家） 

   □演題     「ダウン症の娘と共に生きて」 

 （イ）定期セミナー 

開催日 演題 参加者数 講師 

6 月 25 日（土） 災害に負けない支え合える地域づくり 54 人 
宮城県社会福祉協議会 

震災復興支援局 北川進 氏 

8 月 27 日（土） ひきこもりについて学ぼう 22 人 
静岡市ひきこもり地域支援ｾﾝﾀｰ 

三森重則 氏 

 

（３）地域におけるふれあい・交流機会の充実 

①居場所づくり推進事業 

   高齢者や障がいのある人に関わらず、誰もが利用できる「居場所づくり」を実施しました。

また、金谷地区でも居場所づくりを実施しました。 

 （ア）はーとちゃん家 

   □開催期間   平成 28 年４月～平成 29年３月 毎週木曜日 

   □実施回数   45 回 

   □参加者数   延べ 971 人 

   □参加者    地域福祉サポーター、高齢者、障がいのある人、一般市民 

 （イ）居場所づくり in 金谷 

   □開催時期   平成 28 年４月～平成 29年３月 第３火曜日 

   □実施回数   12 回 

   □参加者数   延べ 63 人 

   □参加者    地域福祉サポーター、高齢者、一般市民 

  ※「金谷」は平成 28 年度で終了 

 

  ②居場所づくり研修会・連絡会 

   地域での居場所づくりを広めるため、また、運営に関わる人材育成のために研修会及び連絡

会を開催しました。 

 （ア）研修会 

   □開催日    平成 28 年７月 14 日（木） 

   □参加者数   45 人（地域福祉サポーター、地区社協関係者、民生委員児童委員等） 

   □講師     西尾敦史 氏（静岡福祉大学） 

   □演題     「居場所を広めよう！」 

 （イ）連絡会 

   □開催日    平成 29 年２月 23 日（木） 

   □参加者数   11 人（地域福祉サポーター、地区社協関係者） 
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  ③ふれあい広場事業 

障がいのある人、子どもから高齢者まで、多くの人々の交流と福祉関係団体の活動発表の機 

会として開催しました。 

   □開催日    平成 28 年７月３日（日） 

   □開催場所   プラザおおるりホール、展示ホール他 

   □参加団体   25 団体（ボランティア団体、福祉団体、福祉施設等） 

   □参加者数   約 600 人 

   □開催内容   福祉体験、ステージ発表、模擬店等 

 

  ④活動資機材貸出事業 

   地域や学校での活動に福祉教育資機材等を、一時的に歩行困難な人に車いすを貸し出しまし

た。 

 □備品等     26 回（福祉教育資機材、レクリエーション用品等） 

   □車いす貸出回数 257 回（保有 43 台） 

 

  ⑤マイクロバス貸出事業 

   ボランティア団体や福祉団体を対象にマイクロバスを貸し出しました。 

   □利用回数   78 回 

 

⑥地域ふれあい活動等補助金 

   高齢者ふれあいサロン、子育てサロン、地区福祉の会の事業費を補助しました。 

（ア）高齢者ふれあいサロン 

   □交付状況   23 団体 総額 730,000 円 

（イ）子育てサロン 

   □交付状況   １団体 総額 30,000 円 

 （ウ）地区福祉の会 

   □交付状況   ５団体 総額 820,000 円 

 

⑦居場所づくり事業補助金（新規） 

   居場所づくりを実施している団体へ事業費を補助しました。 

   □交付状況   ２団体 総額 60,000 円 

 

⑧福祉団体等補助金 

   民生委員児童委員協議会、身体障害者福祉会、老人クラブ連合会等の福祉団体の活動費とし

て、補助金を交付しました。 

   □交付状況   18 団体 総額 3,253,000 円 
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２ 市民協働による支え合いの地域づくり 

（１）地域を支える人材の育成 

  ①ボランティア相談事業 

   ボランティアに関する相談、活動紹介をしました。 

   □相談件数   51 件（個人 22件 団体 4件 施設 20 件 その他 5件） 

 

②ボランティア活動の手引きの作成 

□作成時期   ５月 

 □内容     ボランティア活動の心構え、ボランティア受入施設・団体の情報等 

 

③収集ボランティア活動事業 

   市民がボランティア活動に気軽に参加できるために、各種収集活動を呼びかけました。 

   □収集状況及び整理活動 

項 目 実  績 項 目 実  績 

使 用 済 み 切 手 31.7kg 書き損じはがき 2,872 枚 

入 れ 歯 22 個 エ コ キ ャ ッ プ 1,609,920 個 

ベ ル マ ー ク 88,391.3 点 整 理 活 動 24 回 

   活動の収益は地域福祉事業での活用や、日本盲導犬協会へ寄附（38,240 円）をしました。 

   ベルマークは、岩手県山田町大沢小学校及び福島県二本松市同朋幼稚園へ寄附しました。 

 

④地域福祉サポーター事業 

   市民がサポーターとして社協事業に参加することで、ボランティア活動を学び、地域で活動

する人材を育成しました。 

   □登録者数   23 人 

   □連絡会    平成 28 年５月 16 日（月） 

   □活動     居場所づくり「はーとちゃん家」、ふれあい広場等への参加等 

  ※平成 28 年度で終了 

 

（２）地域福祉推進体制の整備、発展 

  ①ボランティア活動・団体への支援 

 （ア）地域福祉ネットワーク強化事業（ボランティア団体等連絡会） 

   福祉団体やボランティア団体等の情報交換や連携強化のため、ネットワーク会議を開催しま

した。 

   □開催状況 

開催日 内   容 参加者数 

6 月 9 日（木） 社協事業についての説明、意見交換（グループワーク） 18 団体 21 人 

2 月 2 日（木） 社協からの報告、意見交換（グループワーク） 11 団体 11 人 

 （イ）ボランティア活動室の貸し出し 

   ボランティア団体の活動場所として、ボランティア活動室を貸し出しました。 

   □利用回数   延べ 292 回 

   □利用者数   延べ  2,700 人 
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（ウ）福祉レクリエーション講座 

   高齢者ふれあいサロン等を開催しているボランティアや福祉施設職員を対象に、介護予防に

つながるレクリエーションを学習するために開催しました。 

   □開催内容①（ボランティア対象） 

開催日 内  容 参加者数 講  師 

6 月 17 日（金） ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ入門 25 人 島田市ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ協会 

9 月 27 日（火） 介護予防体操・歌遊び 23 人 社協職員（生きデイ職員） 

10 月 19 日（水） 体操・ｹﾞｰﾑ 20 人 島田市ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ協会 

   □開催内容②（福祉施設職員対象） 

開催日 内  容 参加者数 講  師 

8 月 12 日（金） 体操・ｹﾞｰﾑ 18 人 
島田市ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ協会 

10 月 11 日（火） 体操・ｹﾞｰﾑ 14 人 

（エ）ボランティア受入施設連絡会の開催 

   市内福祉施設を対象に、ボランティアに関する情報交換、研修の機会として連絡会を開催し 

ました。 

   □開催内容 

開催日 内  容 参加者数 講  師 

8 月 25 日（木） 

講義・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ： 

施設に求められる 

ボランティア受入方法 

12 人 静岡県ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会 

 （オ）ボランティア団体等補助金 

   ボランティア団体の事業費を補助しました。 

   □交付状況   14 団体 総額 625,000 円 

 （カ）ボランティア・地域福祉活動資機材購入費助成事業 

ボランティア団体や小地域福祉活動団体が、活動に必要な資機材を購入する経費の一部とし 

て補助金を交付しました。 

   □補助基準   上限 150,000 円（購入費の３割以上を団体の自己負担とする。） 

   □交付状況   ２団体  総額 176,000 円 

 

  ②地区社会福祉協議会に関する支援 

 （ア）地区福祉懇談会の開催 

   自治会長や民生委員等、地域福祉の必要性を伝え、地域福祉に関する意見交換をしました。 

開催単位 内容 参加者数 

中学校区（各 1回） 

計 7回 

・地域福祉（活動）計画の説明 

・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ（情報交換や福祉活動についての意見交換） 
185 人 

 （イ）地区社会福祉協議会（地区社協）運営・設立支援 

 地区社協の設立に向けた相談、地区社協設立後の対応をしました。 

□設立地区   大津地区（平成 29 年３月） 

□設立後の対応 総会への出席、役員会や企画委員会への出席、活動相談等。 
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（ウ）小地域福祉活動推進連絡会 

   地区社協等、小地域福祉活動団体の情報交換や研修のため、連絡会を開催しました。 

   □開催状況 

開催日 内   容 参加者数 

6 月 16 日（木） 地域福祉（活動）計画の説明、意見交換 13 団体 16 人 

1 月 18 日（水） 居場所づくりに関する視察研修（WAC 清水さわやかｻｰﾋﾞｽ） ６団体 13 人 

3 月 27 日（月） 道悦島応援隊の説明、意見交換 13 団体 16 人 

 （エ）地区社協補助金 

   地区社協を設立する予定の地区への育成補助、地区社協を設立した地区への運営補助として、

補助金を交付しました。 

  交付状況 

□育成補助   １地区 56,000 円 

□運営補助   ９地区 総額 3,345,000 円 

 （オ）地域福祉活動推進委員会の開催 

   自治会や民生委員児童委員等で委員会（委員長：静岡福祉大学 清水将一 氏）を構成し、 

地域福祉（活動）計画の進捗状況の確認等、協議をしました。 

開催日 内  容 

3 月 3 日（金） 
・地域福祉（活動）計画の進捗状況報告 

・各地区や各所属団体での地域福祉活動についての意見交換 

 

  ③生活支援コーディネーター活動事業（新規）（島田市からの受託事業） 

   高齢者が地域で生活するうえで必要となるサービスの開発、居場所づくり事業等の活動相談、 

  市民理解を促進する講演会等を実施しました。 

項目 内  容 

活動相談 195 件（各地区の会合への出席、居場所づくりの活動相談等） 

協議体の開催支援 15 件（生活支援をつなぐ会への支援） 

市民向け普及啓発

講演会 

開催日：10 月 4 日（火） 会場：金谷公民館 参加者数：64 名 

講師：東野定律氏（静岡県立大学准教授） 

内容：基調講演「ずっと地域で暮らしたい」 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 

担い手養成講座 

開催日：12 月 2 日（金） 会場：金谷公民館 参加者数：57 名 

講師：東野定律氏（静岡県立大学准教授） 

内容：基調講演「地域の助け合い活動の実現に向けて」 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 

   □平成 29年３月現在 

    ・生活支援サービス   １ヶ所（道悦島応援隊） 

    ・居場所づくり     21 ヶ所 

 

 

 

 

 

 



- 9 - 

 

３ 福祉サービスが適切に受けられる仕組みづくり 

（１）相談支援・情報提供の仕組みづくり 

①福祉総合相談事業 

   生活困窮者や高齢者、障がいのある人等、生活のしづらさを抱えた方々のあらゆる相談に応

じ、関係機関と連携を図りながら問題解決に向けた取り組みを行いました。 

   □専任職員   ２人（相談員） 

   □相談日    月曜日～金曜日 午前８時 30 分～午後５時 

   □実績 

区 分 平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比 

相談件数 1,655 件 1,316 件 339 件 

（うち、貸付に係る相談） 437 件 404 件 33 件 

 

  ②法律相談事業 

   法的な問題に対する解決の糸口となるよう、静岡県弁護士会から派遣された弁護士による無

料法律相談窓口を開設しました。 

   □相談日    偶数月 25日（土日祝日を除く） 

   □実績 

区 分 平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比 

相談件数 15 件 34 件 △19 件 

 

  ③権利擁護相談事業（新規事業） 

   リーガルサポート静岡支部の協力を得て、成年後見制度等権利擁護に関する無料の相談窓口

を開設しました。 

   □相談日    奇数月 25日（土日祝日を除く） 

   □実績    

区 分 平成 28 年度 

相談件数 8 件 

 

（２）権利を守るための仕組みづくり 

  ①日常生活自立支援事業（静岡県社会福祉協議会からの受託事業） 

   認知症高齢者、知的障害者、精神障害者等の判断能力が不十分な方が、安心して地域生活が

送れるよう、利用者との契約に基づき、利用者宅等へ生活支援員を派遣して利用者の意思を尊

重した支援を行いました。 

   □支援内容   福祉サービスの利用に関する相談対応や手続き支援 

           計画的な出金や公共料金等の支払いを含む日常的な金銭管理 

           通帳や年金証書等の大切な書類等の預かり 

           見守りなど 

   □従事者    専門員２人、生活支援員 24 人 
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 □実績 

区 分 

平成 28 年度 平成27年度 

前年度比 
認知症 

知的 

障害者 

精神 

障害者 
その他 合計 合 計 

相談件数 76 件 1,417 件 1,975 件 507 件 3,975 件 4,528 件 △553 件 

契約件数 1 件 2 件 2 件 1 件 6 件 7 件 △1件 

解約件数 0 件 0 件 2 件 2 件 4 件 8 件 △4件 

実働件数 2 件 18 件 13 件 8 件 41 件 39 件 2 件 

 

②法人後見事業（新規事業） 

   認知症高齢者、知的障害者、精神障害者等の判断能力が不十分な方々の権利を守るため、法

人として成年後見制度に取り組めるよう受任に向けた体制を整備しました。 

   □事業開始日  平成 29 年２月１日（水） 

 

  ③生活支援セミナー 

   地域において一人で生活をしていくことが困難な人や、生活上の問題を抱えている人を支え

る人材を育成するためのセミナーを実施しました。 

   □開催日    平成 29 年２月 23 日（木） 

   □内容     講話「精神障害者のある人の暮らし方と接し方」 

           生活支援員実践報告 

           座談会 

   □講師     特定非営利活動法人こころ 渡邊里佳 氏 

   □参加者    20 人 

 

（３）困難を抱えた人への支援の充実 

①生活困窮者自立相談支援事業（島田市からの受託事業） 

   多様で複合的な課題を抱える生活困窮者に対し広く相談を受け止め、個々の状況に応じてプ

ランを作成し、関係機関との連携のもと、個別的かつ継続的に相談支援を行いました。 

   □対象者    生活保護に至っていない生活困窮者 

   □従事者    主任相談支援員、相談支援員、就労支援員 

   □実績 

区 分 平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比 

相談件数 122 件 130 件 △8件 

（本人特定）  110 件 115 件 △5件 

（本人未特定） 12 件 15 件 △3件 

利用申込件数 33 件 60 件 △27 件 

プラン策定件数 54 件 24 件 30 件 

（初回プラン） 29 件 22 件 7 件 

（再プラン）  25 件 2 件 23 件 

プラン策定前終了件数 94 件 55 件 39 件 

終結・中断件数 14 件 3 件 11 件 
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  ②生活支援事業 

   生活費や医療費の支払い等に困窮している世帯に対し、当面の生活の安定と福祉の増進を図

ることを目的に、資金貸付や食糧等支援、ライフラインの復旧支援等を行いました。 

 （ア）小口資金貸付 

   □対象者    市内に３ヶ月以上引き続き居住する低所得世帯 

□限度額    一世帯 100,000 円以内 

□貸付内容   緊急かつ一時的に必要となった生活費等 

□実績 

区 分 件数 
前年度末 

貸付残高 

平成 28 年度実績 欠損処分 
残 額 償還率 

貸付金 償還金 件数 金額 

過年度 52 件 3,335,010 円 － 311,500 円 2 件 270,000 円 2,753,510 円 9.3% 

平成 28 年度 7 件 － 700,000 円 335,000 円 － － 365,000 円 47.9% 

合 計 59 件 3,335,010 円 700,000 円 646,500 円 2 件 270,000 円 3,118,510 円 16.0% 

 （イ）生活援護費貸付 

   □対象者    市内在住の低所得世帯 

□限度額    一世帯 30,000 円以内 

□貸付内容   一時的に必要となった生活費等 

□実績 

区 分 件数 
前年度末 

貸付残高 

平成 28 年度実績 欠損処分 
残 額 

償還

率 貸付金 償還金 件数 金額 

過 年 度 118 件 2,630,982 円 － 487,000 円 ２件 50,000 円 2,093,982 円 18.5% 

平成28年度 49 件 － 1,345,000 円 598,000 円 － － 747,000 円 44.5% 

合 計 167 件 2,630,982 円 1,345,000 円 1,085,000 円 ２件 50,000 円 2,840,982 円 27.3% 

 （ウ）高額療養費貸付 

   □対象者    市内在住の国民健康保険加入者 

           （原則として、国民健康保険税を滞納している者は貸付対象外） 

□限度額    １回あたり 1,000,000 円以内 

□貸付内容   高額療養費に該当する保険適用分９割の資金貸付 

□実績 

区 分 件数 
前年度末 

貸付残高 

平成 28 年度実績 欠損処分 
残 額 償還率 

貸付金 償還金 返還金 件数 金額 

過 年 度 ３件 430,013 円 － 156,081 円 － 2 件 273,932 円 0 円 36.3% 

平成 28 年度 20件 － 4,215,802 円 3,641,302 円 3,918 円 － － 574,500 円 86.4% 

合 計 23件 430,013 円 4,215,802 円 3,797,383 円 3,918 円 2 件 273,932 円 574,500 円 81.7% 

 （エ）卒業進級支援金貸付 

   保護者等の経済的事情により授業料が納められず、卒業及び進級に影響が出る生徒等に対し 

て貸付の相談に応じていましたが、平成 27 年度に廃止をし、償還事務のみ実施しています。 

□実績 

区 分 件 数 
前年度末 

貸付残高 

平成 28 年度実績 
残 額 償還率 

貸付金 償還金 

過 年 度 1 件 80,000 円 － 5,000 円 75,000 円 6.3% 
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 （オ）奨学資金貸付 

低所得世帯を対象に、旧島田市社協事業として高校や大学等の就学に必要な資金を貸し付け

ていましたが、平成 17年の合併を機に廃止をし、現在は償還事務のみ実施しています。 

□実績 

区 分 件 数 
前年度末 

貸付残高 

平成 28 年度 

償還額 
残 額 償還率 

過 年 度 5 件 1,027,950 円 19,892 円 1,008,058 円 0.2% 

 （カ）生活福祉資金貸付事業（静岡県社会福祉協議会から一部受託） 

   県社協から一部事務委託を受け、各種生活福祉資金の貸付相談を行い、15件の貸付申込を受 

けました。このうち 12件が貸付決定(貸付金額 4,403,381 円)となりました。 

（キ）就労応援事業（新規事業） 

   □対象者    生活困窮者自立相談支援事業の自立支援プランにおいて就労支援を位置付

けている者であって、その活動に伴う費用が捻出できない者 

   □支援金額   10,000 円以内 

   □支援内容   履歴書作成費用、交通費、整容費用等の就職活動にあたって必要となる経

費の援助（基本は代理納付） 

   □支援件数   ７件 

 （ク）食糧等支援事業 

   □対象者    市内在住の低所得世帯 

□支援内容   商品券（１枚 500 円）10 枚以内・緊急食糧（3,000 円以内） 

□実績 

内 容 平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比 

商品券 14 件 136 枚 33 件 310 枚 △19 件 △174 枚 

緊急食糧 8 件 0 件 8 件 

 （ケ）ライフライン復旧支援事業 

   □対象者    市内在住の低所得世帯 

           電気、ガス、水道のいずれかが停止等している世帯 

□限度額    一世帯 30,000 円以内 

□支援内容   ライフラインに係る督促状や催告書に基づく請求金額支払いの代行 

□実績 

区 分 平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比 

支援件数 21 件 26 件 △5件 

支援金額 387,473 円 567,838 円 △180,365 円 

 （コ）旅費欠者援護事業 

   □支援内容   JR 東海道線乗車券の支給 

   □実績 

乗車券の種類 平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比 

島 田 → 焼 津 61 件 72 件 △11 件 

島 田 → 菊 川 20 件 34 件 △14 件 

合  計 81 件 106 件 △25 件 
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  ③歳末たすけあい運動事業 

   市民の皆様の善意から成り立つ歳末たすけあい募金を有効に活用し、新たな年を迎える時期

に支援を必要とする人たちが地域で安心して暮らすことができるよう、年越し支援金贈呈事業

を実施しました。 

□支援金額   一世帯 10,000 円 

        小学校新入学１年生のいる世帯には 10,000 円を加算 

□申請方法   自己申請（担当地区民生委員を通しての申請も受付） 

□実績 

内  容 平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比 

支援決定件数 406 件 466 件 △60 件 

支援決定金額 4,190,000 円 4,830,000 円 △640,000 円 

 

  ④子どもの生活・学習支援事業（静岡県からの受託事業） 

   ひとり親家庭の児童を対象に、学習支援や生活上の相談に応じました。 

   □実施期間   平成 29 年３月 

   □実施回数   ５回 

   □参加者数   １人／回（延べ５人） 

   □ボランティア ２人／回（延べ 10人） 
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４ 安心・安全な暮らしづくり 

（１）災害時・緊急時の体制づくり 

  ①災害ボランティアセンター立ち上げ訓練 

   災害時のボランティア活動に備えるため、災害ボランティアセンター立ち上げ訓練を実施し

ました。今回は、ワークセンターきらりと連携し、情報伝達訓練も実施しました。 

 □開催日    平成 29 年２月 12日（日） 

 □開催場所   プラザおおるり 

 □参加者数   災害ボランティアコーディネーター ９人 

 

  ②災害ボランティアコーディネーター養成講座 

   災害ボランティアセンターで活動するボランティアコーディネーターを養成するための講座

を開催しました。 

   □開催内容 

開催日 内  容 担当・講師 

7 月 16 日（土） 

事例紹介：被災地支援における活動事例 

講義：災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰについて 
静岡県ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会 

講義：島田市の被害想定と対策 静岡県中部危機管理局 

島田市危機管理課 演習：災害対応ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｹﾞｰﾑ（HUG） 

7 月 30 日（土） 

演習：災害対応ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｹﾞｰﾑ（ｸﾛｽﾛｰﾄﾞ） 
静岡県中部危機管理局 

島田市危機管理課 

講義：災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰの役割について 静岡県社会福祉協議会 

市社協 実習：災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ運営 

   □修了者数   ８人 

 

  ③災害ボランティア連絡会 

   災害ボランティアコーディネーターを対象に、災害ボランティアセンターに関する意見・情 

報交換を実施しました。 

開催日 内  容 参加者数 

 6 月 28 日（火） 避難所運営ゲーム「HUG」 11 人 

 1 月 31 日（火） 
災害ボランティアセンター立ち上げ訓練について 

県内外災害ボランティア図上訓練について 
9 人 

 3 月 28 日（火） 
災害ボランティアセンターの運営方法について 

防災プログラムの企画について 
10 人 
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Ⅱ 介護予防、在宅生活、在宅介護を支えるために 

１ 島田市地域包括支援センター事業（島田市からの受託事業） 

島田市からの委託を受け市内３中学校区で、高齢者が住み慣れた地域で安心して過ごすことがで

きるように、包括的および継続的な支援のための総合相談や虐待防止などの権利擁護事業の実施、

介護予防プランの作成や総合事業の介護予防ケアマネジメント業務を行いました。 

 

（１）受託施設及び職員体制 

受託施設 
第二中学校区 

（平成 27 年４月から） 

金谷中学校区 

（平成 22 年４月から） 

川根中学校区 

（平成 21 年４月から） 

所 在 地 
保健福祉センターはなみずき 

（島田市中河町 283-1） 

金谷北地域交流センター 

（島田市竹下 470-2） 

島田市役所川根支所 

（島田市川根町家山 4153-6） 

職 員 

主任介護支援専門員 １人 

保健師       １人 

社会福祉士     １人 

看護師       １人 

介護支援専門員   １人 

主任介護支援専門員  １人 

保健師        １人 

社会福祉士      １人 

介護支援専門員    １人 

 

社会福祉士      １人 

看護師        １人 

介護支援専門員    １人 

 

 

（２）総合相談の内容と相談件数                        単位：件 

相談分類 
第二中学校区 金谷中学校区 川根中学校区 

28 年度 27 年度 前年度比 28 年度 27 年度 前年度比 28 年度 27 年度 前年度比 

介護方法・ｻｰﾋﾞｽ利用 849 807 42 1,207 1,513 △306 545 377 168 

健 康 ・ 医 療 224 215 9 451 390 61 80 31 49 

生活費・金銭管理 102 104 △2 33 42 △9 8 8 0 

家族に関すること 39 30 9 35 12 23 12 3 9 

サービス等の苦情 11 12 △1 1 4 △3 1 0 1 

住居に関すること 67 78 △11 4 4 0 12 3 9 

権 利 擁 護 41 63 △22 30 15 15 2 7 △5 

高 齢 者 虐 待 56 41 15 47 35 12 20 3 17 

そ の 他 108 105 3 68 54 14 111 96 15 

合  計 1,497 1,455 42 1,876 2,069 △193 791 528 263 

 

（３）小地域ケア会議の実施 

 高齢者の個別支援から顕在化された地域の課題について検討し、地域ネットワークの構築、

地域でできる課題解決方法の確立、市の施策等に結びつけることなどを目的に実施しました。 

①第二中学校区 

（ア）テーマ：施設入所などの保証人問題における受け入れ体制の構築や他制度活用について 

開催日：平成 28年 8月 5 日(金) 

参加者：司法書士、入所施設職員、短期入所職員、ケアマネジャー、行政(長寿介護課) 

内 容：現状の問題点から課題を整理して、施設側が保証人の役割として求める内容の

明確化と任意後見制度を活用した対応方法の提案を行い、任意後見制度の利用

補助の制度化について、市への政策提言につなげました。 
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（イ）テーマ：介護予防取り組み事業の実施について【元島田地区】 

開催日：平成 28年 11 月 17 日(木) 

参加者：町内会長、いきいきクラブ、保健委員、居場所代表者、地区住民、市社協 

内 容：実施地区の閉じこもり相談の状況から地区での介護予防取り組みの必要性を協議

し、週２回地区主催で予防教室を実施することにつなげました。 

（ウ）テーマ：在宅看取に向けたケアマネと訪問看護の連携と医療系サービスの導入推進 

開催日：平成 28年 12 月 21 日(水) 

参加者：訪問看護事業所２カ所、居宅介護支援事業所２カ所、行政(包括ケア推進課)、看

取り経験家族 

内 容：介護保険訪問看護の利用状況の確認、在宅介護の連携に向けた医療系サービスの

導入における課題を整理し、訪問看護とケアマネの連携に関する研修実施につな

げました。また、平成 29 年度市に創設予定の医療相談窓口で、担ってほしい役

割についてもまとめ、市への政策提言につなげました。 

 

②金谷中学校区 

 （ア）住み慣れた地域で高齢者が安心して生活するための取り組みについて【金谷中町】 

  開催日：平成 28 年５月 24 日(火)、６月 21日(火)、７月 19日(火) 

  参加者：町内会長・役員、民生委員、保健委員、いきいきクラブ、サロン代表者、住民 

  内 容：総合世帯台帳を活用した「高齢者見守り活動」と健康寿命向上につながる行事 

      （週１回のしぞ～かでん伝体操等）を実施することにつなげました。 

 （イ）地域住民が交流できる居場所づくりについて【金谷南町】 

  開催日：平成 29 年１月 18 日(水)、２月 13日(月)、３月 13日(月) 

  参加者：町内会長、民生委員、保健委員、住民、市社協、地区社協 

  内 容：南町高齢者からの相談や状況を説明すると共に、居場所づくりの内容等を検討し

て、平成29年５月から毎週１回程度公民館で体操などを行うことにつなげました。 

 （ウ）住民同士の助け合い活動と介護予防について【金谷宮崎町】 

  開催日：平成 29 年１月 12 日(木)、２月 16日(木)、３月 16日(木) 

  参加者：町内会長・役員、民生委員、保健委員、住民、市社協、地区社協 

  内 容：高齢者の見守り活動や「しぞ～かでん伝体操」の拡充について検討をすると共に、

平成 29年 4 月から「宮崎町見守る会」の運営会議を定期的に行い、行事等を行う

ことにつなげました。 

  

③川根中学校区 

（ア）医療・介護従事者の連携、協力について 

 開催日：平成 28 年 11 月 28 日(月) 

 参加者：医師、歯科医師、ケアマネ、看護師 

  内 容：地域包括ケアシステムの実現に向けた医療・介護連携の進め方を検討するため、

医療・連携に関る様々な職種（薬剤師など）の参加協力を得て協議を行い、平成

29 年度に、多職種連携事業の実施に向けた取り組みを進めることとしました。 

（イ）医療・介護の多職種連携について 

開催日：平成 29年２月 13 日(月) 

参加者：医師、歯科医師、薬剤師、介護福祉士、機能訓練士、施設管理者、看護師 
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内  容：医療職と介護職等、各職種が抱える課題についての確認を行い、個別ケースにつ

いての検討や情報共有を行うための体制づくりに関する検討を、定期的に行うこ

とにしました。 

 

（４）包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

①第二中学校区 

地区居宅介護支援事業所連絡会を 4回開催 

６月 20 日(月)：総合事業の内容、利用方法、プラン作成、請求の注意点など 

８月 19 日(金)：「虐待対応について」ケースの対応事例、包括とケアマネの連携 

10 月 21 日(金)：「市内訪問看護事業所について」ケアマネの訪問看護サービスの知識向上 

２月 17 日(金)：「訪問看護利用事例とサービス導入のタイミングについて」 

          訪問看護利用事例と導入のタイミングについてグループワークの実施 

 

②金谷中学校区 

金谷地区居宅介護支援事業所連絡会 4回開催  

５月 18 日(水)：在宅訪問診療、認定調査、実地指導、介護給付についての勉強会 

８月 17 日(水)：総合事業について川根居宅と合同研修 

11 月 16 日(水)：金谷地区民生委員との情報交換 

２月 16 日(木)：事例検討会及び介護保険情報交換 

 

③川根中学校区 

川根地区居宅介護支援事業所連絡会 4回開催 

６月 22 日(水)：訪問看護サービスについて研修 

８月 17 日(水)：総合事業について金谷居宅と合同研修 

10 月７日(金)：川根地区民生委員との情報交換 

３月 13 日(月)：川根地区民生委員との情報交換 

 

（５）ケアプラン作成業務 

①要支援の認定を受けた方のケアプラン作成                  単位：件 

プラン作成内訳 
第二中学校区 金谷中学校区 川根中学校区 

28 年度 27 年度 前年度比 28 年度 27 年度 前年度比 28 年度 27 年度 前年度比 

包括でのプラン作成 207 331 △124 338 516 △178 197 257 △60 

他の事業所へ委託 855 995 △140 579 463 116 4 0 4 

合  計 1,062 1,326 △264 917 979 △62 201 257 △56 

 

②総合事業のケアプラン作成                        単位：件 

内訳 
第二中学校区 金谷中学校区 川根中学校区 

28 年度 27 年度 前年度比 28 年度 27 年度 前年度比 28 年度 27 年度 前年度比 

包括でのプラン作成 719 406 313 938 450 488 286 195 91 

他の事業所へ委託 1,283 465 818 689 199 490 3 0 3 

合  計 2,002 871 1,131 1,627 649 978 289 195 94 
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（６）認知症初期集中支援事業（新規事業・島田市からの受託事業・第二中学校区で実施） 

平成 28年 10 月から島田市の委託を受け、家族の訴え等により認知症が疑われる人や認知

症の人及びその家族を複数の専門職がチーム員として訪問し、家族支援等の初期支援を包括

的・集中的（おおむね６か月）に実施して、自立生活のサポートを行いました。 

相談件数：５件 

チーム員会議開催件数：１件（医師、保健師、介護福祉士、市職員） 

 

２ 高齢者の介護予防事業の実施 

（１）島田市生きがい活動支援通所事業の受託（島田市からの受託事業） 

介護保険の対象とならない概ね 60 歳以上で家に閉じこもりがちな方を対象に、余暇生活、

日常動作訓練、レクリエーションなどを提供して自立生活を支え、要介護状態になることを予

防するための事業を実施しました。 

①伊久身デイサービスセンター（月・水・金曜日開所） 

項 目 平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比 

開 所 日 数 142 日 142 日 0 日 

利 用 者 数 870 人 875 人 △5人 

１ 日 平 均 利 用 者 数 6.1 人 6.2 人 △0.1 人 

②生きがい対応型デイサービスセンターふれあい（月～金曜日開所） 

項 目 平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比 

開 所 日 数 242 日 242 日 0 日 

利 用 者 数 2,654 人 2,795 人 △141 人 

１ 日 平 均 利 用 者 数 11.0 人 11.5 人 △0.5 人 

③生きいきサロンさくら（月・火・水・金曜日開所） 

項 目 平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比 

開 所 日 数 194 日 190 日 4 日 

利 用 者 数 2,300 人 2,246 人 54 人 

１ 日 平 均 利 用 者 数 11.9 人 11.8 人 0.1 人 

  ※生きいきサロンさくらは、平成 28年度で終了し、平成 29年度からは、おでかけデイサービ 

   スさくらとして事業実施。 

 

（２）島田市げんき教室事業の受託（島田市からの受託事業） 

高齢者が要介護状態になることを予防するため、介護保険の給付対象とならない 65 歳以上

で、生活機能が低下した方々を対象に、運動機能の向上、脳の活性化のための歌や体操、ゲー

ムなどや栄養改善・口腔機能向上プログラムを実施しました。 

□げんき教室さくら（木曜日） 

項 目 平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比 

開 所 日 数 46 日 42 日 4 日 

利 用 者 数 100 人 153 人 △53 人 

１ 日 平 均 利 用 者 数 2.2 人 3.6 人 △1.4 人 
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（３）島田市川根介護予防拠点施設「ふれあい健康プラザ」（島田市からの指定管理事業） 

□指定期間 平成 24 年４月１日～平成 29 年３月 31 日（５年間） 

□施設利用状況 

区 分 平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比 

開 所 日 数 333 日 334 日 △１日 

入 浴 利 用 者 470 人 1,228 人 △758 人 

会 議 室 等 利 用 者 3,015 人 2,718 人 297 人 

１ 日 平 均 利 用 者 10.5 人 11.8 人 △1.3 人 

□自主事業の実施内容 

開催日 内   容 参加者数 

５月 26 日（木） 健康体操 13 人 

６月 30 日（木） 栄養管理に関する講話 19 人 

７月 28 日（木） 口腔ケアに関する講話 8 人 

９月 29 日（木） 介護保険制度についての説明 14 人 

10 月 27 日（木） 健康体操 10 人 

11 月 24 日（木） 歌と踊りのショー 10 人 

 

３ 在宅生活・在宅介護を支える事業の実施 

 （１）島田市重度障害者移動支援車両貸出事業の受託（島田市からの受託事業） 

   公共交通機関の利用が困難な人を対象に、福祉車両の貸し出しをしました。また、運転者が

確保できない利用者には、運転ボランティアを調整しました。 

   □貸出車両    ２台（軽自動車１台、普通自動車１台） 

   □貸出回数   192 回 

   □ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ運行   60 回 

 

 （２）島田市家族介護者交流事業の受託（島田市からの受託事業） 

  ①介護者のつどい 

   介護に関する学習の機会とともに、介護者のリフレッシュと情報交換の機会としました。 

   □開催内容 

開催日 内容 参加者数 担当・講師 

4 月 21 日（木） 懇談 4 人  

5 月 19 日（木） 交流レクリエーション 13 人 社協職員（生きデイ） 

6 月 9 日（木） 栄養に関する学習 13 人 管理栄養士 

8 月 18 日（木） 介護者の健康チェック 17 人 ﾋｰﾘﾝｸﾞｾﾗﾋﾟｽﾄ 

9 月 8 日（木） 外出企画（明治製菓工場見学） 21 人  

10 月 20 日（木） 交流レクリエーション 9 人  

11 月 10 日（木） 交流レクリエーション 9 人  

12 月 8 日（木） しめ縄づくり 22 人 阿知ヶ谷地区社協 

1 月 19 日（木） 交流レクリエーション 11 人 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ指導者 

3 月 16 日（木） 交流レクリエーション 11 人 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ指導者 
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 ②介護教室 

   在宅介護者を対象に、介護に関する学習の機会として開催しました。 

   □開催内容（第１回） 

開催日 内   容 参加者数 講師 

7 月 12 日（火） 講義・実技：オムツについて 9 人 ｵﾑﾂﾌｨｯﾀｰ 

7 月 26 日（火） 
講義・実習：介護機器を使用した 

身体介護 
9 人 

介護福祉士 

福祉用具専門相談員 

   □開催内容（第２回） 

開催日 内   容 参加者数 講師 

2 月 14 日（火） 講義・実技：介護方法について 14 人 理学療法士 

2 月 28 日（火） 講義・実習：栄養管理について 13 人 管理栄養士 

   

③リフレッシュバス旅行 

在宅介護者を対象に、日帰りバス旅行を実施しました。 

   □開催日    平成 28年 11 月 29 日（火） 

   □行き先    愛知県三谷温泉とラグーナテンボス 

   □参加者数   49 人 

 

４ 高齢者への在宅介護サービスの提供 

（１）居宅介護支援事業＜ケアプラン作成＞ 

介護認定を受けた本人及びその家族等からの相談に、介護支援専門員（ケアマネジャー）が

応じ、本人及び家族等の希望や心身の状態を考慮し、適切なサービスが利用できるように市、

事業所、各施設との連絡調整を行いながら、ケアプランの作成をしました。なお、要支援１・

２及び総合事業の対象者と認定された方へのケアプランは、地域包括支援センター（高齢者あん

しんセンター）から委託を受けて作成しました。 

□職員体制 （H29.3.31 職員数） 

区  分 しまだ事業所 かわね事業所 

管理者兼主任介護支援専門員 １人  

管理者兼介護支援専門員  １人 

介 護 支 援 専 門 員 ５人 ２人 

計 ６人 ３人 

 

①介護給付 ＜要介護１以上と認定された方のケアプラン作成＞ 

年  度 

しまだ事業所 かわね事業所 

実人数 作成件数 介護保険収入 実人数 作成件数 介護保険収入 

平成 26 年度 229 人 1,905 件 28,136,632 円 142 人 1,239 件 16,459,622 円 

平成 27 年度 205 人 1,693 件 20,327,944 円 121 人 1,057 件 14,286,435 円 

平成 28 年度 154 人 1,471 件 19,560,100 円 109 人 992 件 13,315,632 円 

前年度比 △51 人 △222 件 △767,844 円 △12 人 △65 件 △970,803 円 
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②介護予防給付 ＜要支援１・２と認定された方のケアプラン作成＞ 

年  度 

しまだ事業所 かわね事業所 

実人数 作成件数 介護保険収入 実人数 作成件数 介護保険収入 

平成 26 年度 27 人 198 件 802,002 円 0 人 0 件 0 円 

平成 27 年度 31 人 230 件 935,409 円 0 人 0 件 0 円 

平成 28 年度 42 人 234 件 955,164 円 3 人 5 件 25,881 円 

前年度比 11 人 4 件 19,755 円 3 人 5 件 25,881 円 

   

③介護予防ケアマネジメント 

＜要支援１・２／事業対象者と認定された方のケアプラン作成＞ 

年  度 

しまだ事業所 かわね事業所 

実人数 作成件数 介護保険収入 実人数 作成件数 介護保険収入 

平成 27 年度 16 人 83 件 366,285 円 0 人 0 件 0 円 

平成 28 年度 27 人 264 件 1,119,639 円 2 人 5 件 22,818 円 

前年度比 11 人 181 件 753,354 円 2 人 5 件 22,818 円 

   

（２）訪問介護事業・総合事業訪問介護事業＜ホームヘルパーによる訪問＞ 

   訪問介護員（ホームヘルパー）が家庭を訪問し、身体介護（食事や排せつの介助等）、生活

援助（調理や掃除、洗濯等）を提供し、併せて利用者や家族の相談等を行いました。総合事業

訪問介護では、自立支援を目的とするため、利用者の有する能力を最大限活用したサービス提

供を行いました。 

□職員体制 （H29.3.31 職員数） ※他の介護事業と兼務する職員を含む。 

区  分 しまだ事業所 かわね事業所 

管理者兼サービス提供責任者 1 人 １人 

サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 １人 ― 

介 護 職 員 11 人 ５人 

計 13 人 ６人 

 

①訪問介護 ＜要介護１以上と認定された方＞ 

年  度 

しまだ事業所 かわね事業所 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
介護保険収入     

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
介護保険収入 

平成 26年度 485 人 60 人 10,521 回 31,203,632 円 208 人 30 人 3,396回 11,559,543 円 

平成 27年度 409 人 64 人 7,328 回 23,488,822 円 186 人 25 人 2,966回 10,095,384 円 

平成 28年度 404 人 67 人 7,241 回 23,338,956 円 171 人 26 人 3,141回 10,972,440 円 

前年度比 △5 人 3 人 △87 回 △149,866 円 △15 人 1 人 175 回 877,056 円 
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②総合事業訪問介護 ＜要支援１・２／事業対象者と認定された方＞ 

年  度 

しまだ事業所 かわね事業所 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
介護保険収入     

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
介護保険収入 

平成 27 年度 74 人 17 人 478 回 1,565,834 円 13 人 4 人 58 回 208,627 円 

平成 28 年度 185 人 31 人 1,156 回 3,736,381 円 33 人 7 人 211 回 789,423 円 

前年度比 111 人 14 人 678 回 2,170,547 円 20 人 3 人 153 回 580,796 円 

 

（３）訪問入浴介護事業・介護予防訪問入浴介護事業＜入浴サービス＞   

   看護職員１人・介護職員２人の計３人が一組となり、入浴設備を備えた専用車（入浴車）で

家庭を訪問し、身体の清潔保持、心身機能の維持等を行いました。 

□職員体制 （H29.3.31 職員数） ※他の介護事業と兼務する職員を含む。 

区  分 しまだ事業所 かわね事業所 

管 理 者 兼 介 護 職 員 １人 １人 

看 護 職 員 ２人 ２人 

介 護 職 員 ７人 ８人 

計 10 人 11 人 

 

①訪問入浴介護  ＜要介護１以上と認定された方＞ 

年  度 

しまだ事業所 かわね事業所 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
介護保険収入 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
介護保険収入    

平成 26 年度 221 人 29 人 1,124 回 14,618,012 円 122 人 20 人 690 回 10,296,072 円 

平成 27 年度 154 人 19 人 750 回 9,727,845 円 99 人 13 人 539 回 8,039,074 円 

平成 28 年度 89 人 17 人 415 回 5,966,718 円 83 人 15 人 346 回 5,108,611 円 

前年度比 △65 人 △２人 △335 回 △3,761,127 円 △16 人 2 人 △193 回 △2,930,463 円 

 

②介護予防訪問入浴介護  ＜要支援１・２と認定された方＞  

年  度 

かわね事業所 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
介護保険収入     

平成 26 年度 2 人 2 人 4 回 41,124 円 

平成 27 年度 ０人 ０人 ０回 ０円 

平成 28 年度 2 人 2 人 4 回 27,341 円 

前年度比 2 人 2 人 4 回 27,341 円 

※しまだ事業所では、平成 26 年度から平成 28年度まで提供実績なし。 

 

（４）通所介護事業・総合事業通所介護事業（島田市からの指定管理事業） 

   日帰りで、入浴や食事の提供、日常生活上の支援や機能訓練を提供し、総合事業通所介護で

は、利用者の有する能力を最大限活用してのサービス提供を行いました。 
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□職員体制 （H29.3.31 職員数） ※他の介護事業と兼務する職員を含む。 

区  分 北部ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 川根ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

管 理 者 兼 看 護 職 員 

兼 機 能 訓 練 指 導 員 
１人 ― 

管 理 者 兼 生 活 相 談 員 ― １人 

看護職員兼機能訓練指導員 ３人 ３人 

生 活 相 談 員 兼 介 護 職 員 ３人 ４人 

介 護 職 員 ４人 ９人 

運 転 手 ２人       ７人 

調 理 員 ３人        ５人 

計 16 人 29 人 

 

①通所介護  ＜要介護１以上と認定された方＞ 

年  度 

北部ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 川根ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
介護保険収入  

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
介護保険収入   

平成 26 年度 302 人 31 人 2,897 回 31,925,853 円 756 人 87 人 7,777 回 74,750,128 円 

平成 27 年度 290 人 31 人 2,857 回 28,537,974 円 695 人 82 人 7,657 回 71,772,114 円 

平成 28 年度 262 人 28 人 2,730 回 27,706,258 円 723 人 80 人 8,176 回 78,016,369 円 

前年度比 △28 人 △3 人 △127 回 △831,716 円 28 人 △2 人 519 回 6,244,255 円 

 

②総合事業通所介護  ＜要支援１・２／事業対象者と認定された方＞ 

年  度 

北部ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 川根ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
介護保険収入 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
介護保険収入 

平成27年度 62 人 8 人 241 回 1,313,895 円 69 人 10 人 409 回 2,153,933 円 

平成28年度 98 人 13 人 628 回 3,127,984 円 71 人 15 人 484 回 2,500,228 円 

前年度比 36 人 5 人 387 回 1,814,089 円 2 人 5 人 75 回 346,295 円 

 

（５）生活支援員派遣事業（島田市からの受託事業） 

   要支援１・２及び事業対象者の認定を受けた方に、ホームヘルパーが訪問し、買い物、調理、

掃除、洗濯、布団干し等を利用者とともに行うサービスを提供しました。 

年  度 

しまだ事業所 かわね事業所 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
受託金収入 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
受託金収入 

平成 26 年度 19 人 5 人 70 回 266,700 円 2 人 2 人 5 回 19,050 円 

平成 27 年度 73 人 13 人 340 回 746,000 円 9 人 2 人 63 回 126,000 円 

平成 28 年度 115 人 15 人 564 回 1,170,000 円 0 人 0 人 0 回 0 円 

前年度比 42 人 2 人 224 回 424,000 円 △9 人 △2 人 △63回 △126,000 円 

※平成 26年度は、生活管理指導員派遣事業(島田市からの受託事業)の実績 
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（６）介護保険対象外生活支援事業（市社協独自事業）    

介護保険法の訪問介護では認められていない通院時の病院内での待ち時間の付き添いなど、

利用者からの要望や心身の状況に応じて、介護保険対象訪問介護サービスと併用する場合に、

通院介助などのサービスを独自サービスとして提供しました。 

   料 金：３０分未満７５０円、３０分以上１時間未満１,５００円  

以後３０分増すごとに５００円 

年  度 

しまだ事業所 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
利用料収入    

平成 26 年度 17 人 4 人 22 回 34,750 円 

平成 27 年度 6 人 3 人 7 回 9,250 円 

平成 28 年度 27 人 7 人 41 回 111,250 円 

前年度比 21 人 4 人 34 回 102,000 円 

※かわね事業所では、平成 26 年度から平成 28年度まで提供実績なし。 

 

５ 障がいのある方への在宅介護サービスの提供 

（１）居宅介護事業＜障がいのある方へのヘルパー訪問＞ 

障がいのある方の家庭をホームヘルパーが訪問し、身体介護（入浴、排せつ等）や家事援助

（調理、掃除、洗濯等）、生活に関する相談や支援等を行いました。 

年  度 

しまだ事業所 かわね事業所 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 

障害福祉等 

収入 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 

障害福祉等 

収入 

平成 26 年度 186 人 21 人 2,131 回 5,625,605 円 64 人 6 人 437 回 1,624,107 円 

平成 27 年度 182 人 18 人 1,667 回 4,719,362 円 62 人 7 人 560 回 1,554,022 円 

平成 28 年度 229 人 24 人 1,970 回 5,611,825 円 47 人 5 人 439 回 1,079,966 円 

前年度比 47 人 6 人 303 回 892,463 円 △15 人 △2 人 121 回 △474,056 円 

  

（２）同行援護事業 

視覚障がいのある方に同行し、移動に必要な情報の提供や、移動の援護、排せつ、食事の介

護等、外出する際に必要となる支援をしました。 

年  度 

しまだ事業所 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 

障害福祉等 

収入 

平成 28 年度 17 人 2 人 41 回 112,704 円 

※かわね事業所では、平成 28 年度 提供実績なし。 
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（３）移動支援事業（島田市からの受託事業） 

屋外での移動が困難な障がいのある方に、社会生活上必要な外出の支援をしました。 

年  度 

しまだ事業所 かわね事業所 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 

補助事業等 

収入 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 

補助事業等 

収入 

平成 26 年度 38 人 5 人 82 回 285,887 円 0 人 0 人 0 回 0 円 

平成 27 年度 22 人 7 人 56 回 291,218 円 12 人 1 人 22 回 124,520 円 

平成 28 年度 35 人 7 人 160 回 626,152 円 12 人 1 人 24 回 136,003 円 

前年度比 13 人 0 人 104 回 334,934 円 0 人 0 人 2 回 11,483 円 

 

（４）障害者（訪問）入浴サービス事業（島田市からの受託事業）    

「身体障害者手帳」又は「療育手帳」の交付を受けた市内在住の方で、医師が入浴を認め、自

力又は家族の介助による入浴が困難な方に、看護職員１人・介護職員２人の計３人が一組とな

り、入浴設備を備えた専用車（入浴車）で訪問し、身体の清潔保持、心身機能の維持等を行い

ました。 

年  度 

しまだ事業所 かわね事業所 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
受託金収入 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
受託金収入 

平成 26 年度 63 人 6 人 291 回 3,708,379 円 24 人 2 人 101 回 1,285,400 円 

平成 27 年度 60 人 5 人 214 回 2,664,686 円 24 人 2 人 129 回 1,618,971 円 

平成 28 年度 58 人 5 人 223 回 2,803,277 円 24 人 2 人 205 回 2,570,195 円 

前年度比 △2 人 0 人 9 回 138,591 円 0 人 0 人 76 回 951,224 円 

  

（５）障害者（施設）入浴サービス事業（島田市からの受託事業） 

「身体障害者手帳」又は「療育手帳」の交付を受けた市内在住の方で、医師が入浴を認め、自

力又は家族の介助による入浴が困難な方に、北部デイサービスセンター内の特殊浴槽を使用し

て、入浴サービスの提供を行いました。 

年  度 

しまだ事業所 

年間 

延人数 
実人数 

提供 

回数 
受託金収入 

平成 26 年度 12 人 １人 48 回 992,160 円 

平成 27 年度 12 人 1 人 51 回 1,046,622 円 

平成 28 年度 12 人 1 人 51 回 1,046,622 円 

前年度比 0 人 0 人 0 回 0 円 

※かわね事業所では、平成 26 年度から平成 28年度まで提供実績なし。 
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（６）指定特定相談支援事業  

   障がいのある方が障害福祉サービス等を利用する際に必要となる「サービス等利用計画書」 

を作成し、生活上の課題などが解決できるよう支援をしました。 

  □職員体制 （H29.3.31 職員数） 

区  分 職員数 

管 理 者 （ 地 域 支 援 課 長 ） 1 人 

相 談 支 援 専 門 員 1 人 

事 務 補 助 ( 他 事 業 兼 務 ) ２人 

計 ４人 

□作成件数 

年  度 実人数 作成件数 
自立支援費等 

収入 

平成 26 年度 54 人 146 件 2,138,826 円 

平成 27 年度 98 人 299 件 4,326,730 円 

平成 28 年度 105 人 193 件 2,870,086 円 

前年比 ７人 △106 件 △1,456,644 円 
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Ⅲ 法人運営の基盤強化 

１ 事務所建設 

 誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりを推進するための拠点とするため、市社協として新

たな事務所を建設しました。 

 □建設業者 （株）アーク東海 

□監理業者 仲山設計 

 □建設金額 148,284,000 円（監理業務委託費含む） 

 □建設期間 平成 28年４月 28日から 10 月 24 日 

 □建物構造 鉄骨造合金メッキ鋼板ぶき３階建（事務所） 

       鉄骨造合金メッキ鋼板ぶき平屋建（物置） 

 □延床面積 719.8 ㎡（事務所）／20.35 ㎡（物置） 

 □事務所内概要  １階 福祉のまちづくりセンター（地域支援課事務室）、相談室 

          ２階 法人運営課事務室、会議室、印刷室、ロッカールーム 

          ３階 多目的室、書庫 

 □業務開始 平成 28年 11 月 7日（月） 

 

２ 社会福祉法改正 

（１）社会福祉法改正検討会 

   平成 29 年 4 月 1日の改正社会福祉法完全施行に向けて、定款の変更や評議員の選出方法など

の検討会を開催しました。 

□開催回数 17 回 

□内  容 定款の変更、役員・評議員の選出方法、規程の制定・改正 

 

（２）評議員選任・解任委員会 

社会福祉法の改正に伴い、理事会において評議員の選任ができなくなったため、評議員の選

任・解任を行う機関として「評議員選任・解任委員会」を設置し、評議員の選任を行いました。 

□開 催 日 平成 29年 2 月 10 日（金） 

□内  容 平成 29年 4 月 1 日からの評議員の選任について 

  

３ 法人運営のための会議の充実 

（１）理事会・評議員会・監査の実施 

理事会及び評議員会を開催し、予算・決算及び事業計画・事業報告、評議員の選任、定款変

更、諸規程の改正などの審議や重要事項の経過報告などを行いました。 

①理事会の開催 

区 分 開 催 日 審 議 事 項 

第１回 5 月 27 日（金） 

報告第１号 事務所建設に係る経過 

認定第１号 平成 27 年度事業報告 

認定第２号 平成27年度社会福祉事業及び収益事業資金収支決算書 

議案第 1 号 評議員の委嘱 
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第２回 11 月 2 日（水） 

議案第２号 事務局規程の一部改正 

議案第３号 法人後見事業の実施 

報告第２号 社会福祉法改正の概要及び定款変更の内容等 

第３回 12 月 22 日（木） 

議案第４号 平成 28 年度資金収支補正予算書（第 1号） 

議案第５号 定款変更 

議案第６号 職員給与規程の一部改正 

第４回 1 月 31 日（火） 

議案第７号 理事・監事・評議員選任規程の一部改正 

議案第８号 評議員選任・解任委員会運営規程の制定 

議案第９号 評議員選任・解任委員会委員の選任 

議案第 10 号 評議員候補者の推薦 

第５回 3 月 24 日（金） 

報告第３号 資金貸付金の欠損処分 

議案第 11 号 島田市子どもの居場所づくり運営事業の受託 

議案第 12 号 平成 29 年度事業計画 

議案第 13 号 平成 29 年度資金収支予算 

議案第 14 号 定款施行細則の一部改正 

議案第 15 号 経理規程の一部改正 

議案第 16 号 役員の報酬等に関する規程の制定 

議案第 17 号 評議員の報酬等に関する規程の制定 

 

②評議員会の開催 

区 分 開 催 日 審 議 事 項 

第１回 5 月 27 日（金） 

報告第 1 号 事務所建設に係る経過 

議案第 1 号 平成 27 年度事業報告 

議案第２号 平成27年度社会福祉事業及び収益事業資金収支決算書 

議案第３号 理事の選任 

第２回 12 月 22 日（木） 
議案第４号 平成 28 年度資金収支補正予算書（第 1号） 

議案第５号 定款変更 

第３回 3 月 24 日（金） 
議案第６号 平成 29 年度事業計画 

議案第７号 平成 29 年度資金収支予算 

 

③監査 

区 分 開 催 日 審 議 事 項 

決算監査 

定款第 13 条 
5 月 20 日（金） 

平成 27 年度事業報告 

平成 27 年度社会福祉事業及び収益事業資金収支決算書 

平成 27 年度貸借対照表 

平成 27 年度附属明細書 

平成 27 年度財産目録 

中間監査 11 月 24 日（木） 

平成 28 年度上半期事業報告 

平成 28 年度上半期資金収支計算書 

平成 28 年度上半期貸借対照表 
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（２）運営会議 

 最高協議機関としての役割を持ち、業務の基本方針や経営方針等重要事項を協議するための

会議を開催しました。 

□開催回数 12 回 

□構    成 会長・副会長・常務理事（事務局長）・法人運営課長・地域支援課長 

□内  容 理事会・評議員会の議案、事業の定款変更、事務所建設の進捗状況、社会福祉法

改正に伴う取り組み など 

       

 （３）管理者会議 

事務局の協議機関としての役割を持ち、各課業務の遂行及び連絡調整、業務の遂行に係る課

題及び問題の対応などを協議するための会議を開催しました。 

□開催回数 12 回 

□構  成 常務理事（事務局長）・法人運営課長・地域支援課長 

□内  容 職員体制の検討、理事会/評議員会議案、規程改正、新事務所の組織体制 など 

 

 （４）内部連絡会 

   各係の課題や事業の実施状況を事務局で共有し、管理者会議、運営会議で必要に応じて報告

をすることを目的とした会議を開催しました。 

□開催回数 12 回 

□構  成 事務局長・法人運営課長・地域支援課長・各課係長 

□内  容 事業実施に関する取組み報告、在宅介護事業の運営に関する報告 など 

 

（５）規程検討会 

   市社協の規程等の制定や改正に当たり、法令の解釈や適用に関する事項の内容を正確に規程

等に盛り込むため、検討会を開催しました。 

□開催回数 ９回 

□構  成 事務局長・法人運営課長・地域支援課長・総務係長・総務係職員 

□内  容 定款施行細則制定、役員の報酬等に関する規程制定、給与規程改正、育児・介護

休業等に関する規程改正、評議員選任・解任規程の制定、経理規程 など 
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４ 会員・会費制度の充実強化 

市民の方々をはじめ、民生委員児童委員及び福祉団体やボランティア団体など多くの方々に会

員として御協力をいただきました。また、一般会費の納入にあたっては、自治会・町内会の御協

力をいただきました。 

この会費は、小学校区を単位とする住民主体の活動の母体として組織化されている「地区社会

福祉協議会」の活動費や、ボランティア団体の支援、生活困窮者への支援の事業費として活用さ

せていただきました。 

会費の種類 
平成 28 年度 平成 27 年度 

前年度比 
加入数 金額 加入数 金額 

一 般 会 費 

（ 加 入 率 ） 

27,135 世帯 

（73.4%） 

8,156,531 円 26,866 世帯 

（73.6 %） 

8,075,361 円 269 世帯 

81,170 円 

賛 助 会 費 804 人 919,000 円 859 人 994,500 円 
△55 人 

△75,500 円 

施 設 会 費 46 施設 245,000 円 45 施設 225,000 円 
１施設 

20,000 円 

団 体 会 費 109 団体 229,000 円 113 団体 237,000 円 
△４団体 

△8,000 円 

特 別 会 費 205 社 903,000 円 196 社 835,000 円 
９社 

68,000 円 

合  計  10,452,531 円  10,366,861 円 85,670 円 

 

５ 財源の確保と安定した運営 

（１）寄附金・寄附物品 

本会に個人、団体、企業等からの寄附が寄せられました。 

  また、物品による寄附は、市内の社会福祉施設や障害者団体等へ配布させていただきました。 

  ①寄附金 

区 分 
平成 28 年度 平成 27 年度 

前年度比 
件数 金 額 件数 金 額 

個 人 ４件 2,132,832 円 ４件 1,110,923 円 1,021,909 円 

団 体 13 件 280,137 円 17 件 325,774 円 △45,637 円 

企 業 等 14 件 530,232 円 12 件 793,712 円 △263,480 円 

そ の 他 13 件  203,943 円 10 件 23,894 円 180,049 円 

合 計 44 件 3,147,144 円 43 件 2,254,303 円 892,841 円 

②寄附物品 

区 分 日用品等 介護用品 

個 人 ６件 ２件 

団 体 14 件 ２件 

企 業 等 ５件 １件 

そ の 他 19 件 ４件 

合 計 44 件 ９件 
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（２）駐車場貸出管理事業 

市道横井向島線高架下を島田市から道路占有許可を受け、月極駐車場として貸し出し、利用

料収入を社会福祉事業に活用しました。 

   □駐車場所在地及び区画数 

    島田市向島町 4649 番地の２外    18 区画 

    島田市横井二丁目 4654 番地の３外  29 区画 

   □契約数及び利用料収入額 

区 分 平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比 

契 約 区 画 数 30 区画 25 区画 5 区画 

契 約 件 数 23 件 18 件 5 件 

利 用 料 収 入 897,955 円 974,055 円 △76,100 円 

 

（３）自動販売機管理事業 

   市内公共施設３ヶ所及び本所へ自動販売機を設置し、販売手数料を社会福祉事業に活用しま 

した。 

設置場所 台数 平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比 

北部ふれあいセンター 1 台 21,292 円 21,242 円 50 円 

金谷体育センター 1 台 103,530 円 130,287 円 △26,757 円 

川根健康プラザ 1 台 105,168 円 109,914 円 △4,746 円 

本所 1 台 7,652 円   

合  計 4 台 237,642 円 261,443 円 △23,801 円 

  ※本所は事務所建設後の 11 月に設置 

 

６ 職員としての資質向上 

基本的な知識や理念及び専門的能力育成のため外部研修へ派遣しました。また、介護事業にお

ける定例のケース検討会を開催し、サービスの質の向上に努めました。 

（１）内部研修 

①職員全体研修 

   □開催日  平成 28 年９月 13日（火） 

   □テーマ  地域包括ケアシステムの目指すものと社協職員の役割 

   □講 師  静岡県立大学経営情報学部 准教授 東野定律 氏 

   

②職場内部研修 

   □テーマ１ 業務上における個人情報の取り扱いについて 

   □テーマ２ 赤い羽根共同募金について 

   □テーマ３ 新事務所で果たすべき市社協の役割について 
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③ケース検討会 

 □しまだ事業所 居宅介護支援事業所ケース検討会  年 52 回 

           訪問介護事業所ケース検討会    年 12 回 

           訪問入浴介護事業所ケース検討会  年 12 回 

   □かわね事業所 居宅介護支援事業所ケース検討会  年 24 回 

           訪問介護事業所ケース検討会    年 12 回 

           訪問入浴介護事業所ケース検討会  年 12 回 

         調理職員ミーティング       年 12 回 

 

④職員交通安全研修会 

 □開 催 日 川根会場 平成 28年 12 月８日（木）   

島田会場 平成 28 年 12 月 13 日（火）  

□参加人数 川根会場 41 人  島田会場 56 人 

 □講  師 損保ジャパン日本興亜株式会社 

□内  容 過去３年間の市社協における構築物等との接触で車両に傷がついたなどの報告

書(65 件)の分析を基にした、運転時に注意すべき点の講義 など 

 

（２）外部研修 

事 業 主な研修名 参加研修数 参加人数 

法人運営 苦情解決研修会、社会福祉法改正対応研修など ６研修 延 10 人 

地域福祉 生活支援コーディネーター研修会など ６研修 延７人 

権利擁護 自立相談支援事業専門員実践力強化研修など 14 研修 延 15 人 

地域包括支援センター 認知症初期集中支援研修会など 10 研修 延 12 人 

生きがいデイサービス 認知症レクリエーション研修など ４研修 延 7人 

介護（しまだ） 精神疾患の理解など 56 研修 延 115 人 

介護（かわね） 介護職のための薬の基礎知識など 35 研修 延 47 人 

 

 （３）資格取得 

   ①精神保健福祉士    １人 

   ②主任介護支援専門員  １人 

 

  （４）各種委員会 

   働きやすい職場づくり、職員の健康管理、交通安全の推進のための委員会を開催しました。 

    ①ファイリング委員会 

□開 催 日 平成 29 年 1 月 12 日（木） 

□内  容 処務規程に基づく、文書の整理・保存を適正に行うための文書引継手順確認等 

 

②衛生委員会 

   □開 催 日 平成 29 年２月 10日（金） 

   □内  容 労働災害の防止、職場における職員の安全と健康を確保するための健康診断結

果についての報告、快適な職場環境づくりのための協議 
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③交通安全委員会 

   □開 催 日 平成 29 年３月 14日（火） 

   □内  容 運転に関する法令遵守の徹底、平成 28年度の事故状況の報告 

事故報告に基づく事故防止の取り組み協議 など 

 

７ 実習生の受け入れ  

（１）ソーシャルワーク実習（社会福祉士実習） 

 社会福祉士養成課程における相談援助実習を行う機関として、個々に合わせた実習プログラ

ムを作成し、現場実践を踏まえたソーシャルワークの価値や知識技術習得のために社会福祉士

資格の取得を目指す学生の受け入れを行いました。 

   □静岡福祉大学 １人 

    平成 28年８月 15 日（月）～９月 16日（金）16日間 

□静岡県立大学短期大学部 １人  

    平成 29 年２月 20 日（月）～２月 28日（火）６日間 

 

（２）知的障害者介護職員初任者研修受講生の受け入れ 

   障がい者の資格取得を支援し、専門的な知識と技能を身につけた豊かな人材を育て、障がい

者の就労を支援することを目的に、静岡県が主催する研修の受講生の受け入れを行いました。 

  □受入人数 ３人 

□内  容 訪問介護同行訪問見学 

      平成 28 年８月 24 日（水）～ ８月 29 日（月） ひとり３時間×１日間  

ホームヘルプサービス同行  

        平成 28 年 11 月 21 日（月）～ 12 月１日（木） ひとり３時間×２日間 

 

８ 苦情解決の取り組み（社会福祉法第 82 条） 

利用者の福祉サービスに関する苦情への適切な対応をすることにより、利用者の満足度を高め、

利用者が福祉サービスを適切なサービス提供ができるよう、苦情解決第三者委員を選任すると共

に、苦情解決第三者委員会を開催しました。 

□開 催 日 平成 29 年３月８日（水）  

□出 席 者 第三者委員３人 

□内  容 平成 28 年３月から平成 29年２月までの福祉サービスに関する苦情報告 

      意見交換 
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Ⅳ その他の団体事務 

１ 島田市共同募金委員会 

  静岡県共同募金会から共同募金委員会業務の依頼を受け、業務に関する申し合わせ事項により

業務を行いました。 

 （１）共同募金委員会の運営業務 

 （２）共同募金運動の推進業務 

 （３）広報・啓発業務 

 （４）配分調整業務 

 （５）会計 

 

２ 島田市静霊奉賛会 

  戦没者、戦災死者の慰霊及び遺族の援護を目的として、次の事業を行いました。 

 （１）戦没者の慰霊祭の実施 

 （２）慰霊施設の維持管理に係る業務 

 

 

 

 

 

 


